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概要: 麗澤大学経済学部では 2012 年度に学部改組にともなうカリキュラム改定が行われた。そ

の際に定期的にアンケート調査を行うこととし、2012 年から入学前のコンピュータ利用環境・利用

経験を問うと同時に情報リテラシー科目に関する意識調査を継続的に行ってきた。一方、学部開

設当初より TypeQuick を用いてタイピングスキル習得のための教育を行ってきた。本研究では大

学入学時の PC 利用状況と TypeQuick を用いた練習の記録から、その傾向を分析した。その結

果、前報と同じく学生の PC 離れの傾向が示された。一方、タイピングスキルの獲得レベルは大き

な変化を示しておらず、TypeQuickの練習効果が示唆された。しかし、タイピング成績のデータに

特異な値が含まれるため、原因の特定や分析方法などが今後の課題として残された。 
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1. はじめに 

前報で我々は、麗澤大学*1 経済学部の長期アンケ

ート調査をもとに、学生の PC 離れの傾向が顕著とな

っていることをあらためて示した（大塚・高辻・匂坂・矢

野,2016. [1]）。本研究では、継続的に調査を行うこと

で、前報で明らかになった PC 利用傾向の変化をさら

に確認する。併せて入学前の PC 離れが入学後の情

報リテラシースキル獲得に及ぼす影響の調査方法の

検討を行う。経済学部では、学部新設当初の 1993年

からタイピングスキルを習得するためのツールとして

TypeQuick*2 を用いてきた。この TypeQuick の練習

記録から学生の PC 離れの傾向がタイピングスキル獲

得に及ぼす影響について定量的分析を行うことを試

みる。 

2. TypeQuick 

TypeQuick は 1982 年 に オ ー ス ト ラ リ ア の

Typequick 社により開発された CMI タイプのタイピン

グ習得ソフトで広く世界各国で利用されている*2。学

習状況が詳細に記録され、補強すべきパートを繰り返

し実施することで、短時間のうちにタッチタイピングを

可能とする設計となっている。 

2.1 TypeQuickの利用環境 

前述のように、本学経済学部では 1993 年の学部開

設当初より TypeQuick 学校研修キットを用いてタイピ

ングスキルの獲得を基礎教育で行ってきた。当初、こ

の学校研修キットは 3.5 インチの FD で提供されてい

た。学生は入学時に全員が購入し、授業時に初期設

定を行い、空き時間などに自習し、指定の期日に FD
を提出して評価を受けるという方法がとられた。その

後、2006 年度からはネットワーク版をサイトライセンス

し、学内の専用サーバで運用する形式ととっている。

現行サーバは富士通社製  PRIMERGY RX1330 
M3 （ CPU Xeon®E3-1225v6, Mem 4GB, OS 

*1 外国語学部と経済学部の2学部で構成され、学部定員は各

300 名で、学部生は 4 学年で約 2,800。教育用 PC は 486 台。 
http://www.reitaku-u.ac.jp 
*2 TypeQucik は Typequick 社の登録商標で、国内での販

売・サポートは日本データパシフィック株式会社が行っている。 
https://www.datapacific.co.jp/typequick/index.html 



Windows Server 2016）で TypeQuick のサイトライ

センスは同時接続台数 200 台となっている。 

2.2 練習の方法 

TypeQuick をネットワーク版サイトライセンス形態で

使用するため、学生が学内の PC で練習する場合の

設備面・費用面の負担はない。ドメイン管理となって

いるため PC にサインイン後であれば、ユーザ認証は

不要でクライアントソフトを起動すればすぐに練習を

始められる。練習は PC 自習室や授業の無い空き教

室で各自のペースで行うことができる。練習結果はサ

ーバに保存され、前回の練習の続きから取り組むこと

ができる。ネットワーク版は学内のどの PC からでも利

用できるが、自宅等学外の PC では練習ができない。

その必要がある者は USB 版の学校研修キット*3を入

手して練習を行い、適宜学内の PC からサーバへ練

習記録の同期を行う。なお、この契約では同時利用

者数を制限する方法のため、ユーザの洗い替えの必

要はない。このため、本学では卒業まで TypeQuick
によってタイピング練習を続けることが可能となってい

る。さらに、練習データは卒業後も保存される。 

2.3 成績評価の方法 

本学におけるキーボードタイピングの位置づけは入

学後最初に取り組むべき基礎的スキルであり、情報

基礎科目の単位認定のための必須項目である。評価

基準は、30WPM（正確率 90%）以上を目標として設

定している。WPM は 1 分間あたりの単語数で 1 語あ

たり 5 打として換算される。30WPM はキーボードを

使った職業人のスキルの目安とされており、教材とし

ての導入当初の基準を現在に至るまで、そのまま踏

襲している。しかし、30WPM の速度は実際にはかな

り高いレベルであり、初学者には習得が難しい場合も

ある。そのような場合には、担当教員の裁量によって、

練習時間や練習密度を加味して課題達成の認定を

行う。なお、他に単位認定のための項目も多く、

TypeQuick の成績によってのみ不合格となる事例は

皆無といってよい。 

2.4 認定証 

TypeQuick を国内で販売するデータパシフィック社

では Typequick 社公認の認定証を発行している（図

3 参照）。10 名以上の団体申し込みの場合、発行手

数料等*4は不要である。認定レベルは TQ, SILVER, 
GOLD の 3 段階あり、SILVER レベル以上が内外で

評価を得られる水準と思われる。本学では 2018 年度

より SILVER レベル以上について通常の成績評価と

は別に、上級生も含めて基準に達した可能性のある

者について団体申請を開始した。2018 年第１学期末

の実績では 134 名分申請を行い、SILVER レベル

114 名、GOLD レベル 7 名が認定された。 

   
3 定価 2,700円。学内のブックセンターで販売される。 
*4 個人申込の場合 1申請あたり 1,000円必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. TypeQuick 
1982 年オーストラリアの Typequick 社により開発されたタッチタイピング習得の

ための CMI ソフト。国内では日本データパシフィック社が販売・サポートを行う。

発売当初は 3.5 インチ版の FD で提供された。練習記録は印刷することも可能

であったが、教員が FD を集めて評価したこともあった。 

図 3. TypeQuick の技能認定証 (TQ CERTIFICATE) 
日本データパシフィック社ではスキルの証明として認定証を発行してくれる。個

人では発行手数料が必要となるが、団体申請の場合には無料で、成績ファイ

ルを送付すると数日で発行される。認定証は上の図のように立派なもので、学

生にとっては学習の励みとなっている。認定レベルは TQ Level ( 20 WPM,
93%以上), SILVER Level(30WPM, 95%以上), GOLD Level ( 50 WPM,
97%以上)の 3 つのレベルがある。本学では SLIVER Level 以上の認定証を

配布の対象としている。 

図 2. TypeQuick ネットワーク版の構成と機能 
図は TypeQuick の機能について、現行システムベンダーの提案書の抜粋で

ある。ネットワーク版を利用した場合の構成方法と利点が図示されている。ま

た、クライアントソフトが導入されている PC では、いずれの PC を使っても練習

記録がサーバに蓄積され、次回の練習では続きから学習することができる点、

学習者も自身の学習記録を細かく確認できる点、管理者ツールを使って全体

の進捗などを確認できる点などの特徴がまとめられている。 
 



2.5 TypeQuick練習データの取得 

ネットワーク版 TypeQuick には Tqadmin と呼ば

れる管理者用ツールが提供される。このツールでユー

ザの登録・削除、練習状況や成績を確認することがで

きる（図 4 参照）。本学では 2006 年度からネットワー

ク版の TypeQuick を使用しているが、2010 年にシス

テムを更新した際に、過去のユーザデータの移行を

行わなかった。これは 2010 年度に User-ID の命名

ポリシーが変更となったためである。現在は、登録ユ

ーザ数がライセンスに影響を与えないため、卒業した

学生のデータも継続して蓄積されている。記録は指

定した年月日に遡って採取することはできないため、

Tqadmin で採取した時点でのデータとなる。 

本報告では、この蓄積されているデータのうち基本

練習コース*5（英字コースキーボード練習・ローマ字コ

ースキーボード練習）と実技試験時に使用されるコー

ス（英字コースタイピングテスト・ローマ字コースタイピ

ングテスト）の合計練習分と速度、正確率について、

2010 年度以降登録されている学部学生（除く院生・

短期留学生等）を対象とした。なお、前述の認定証申

請を今年度から行っている関係で、認定証の評価対

象となるコース（英字コース正確さの練習・ローマ字コ

ース正確さの練習）は算出から除外している。 

3. アンケート調査の方法 

本研究で調査に用いるアンケートの手法および内

容は基本的に前報と同様である。経済学部の入学直

後年 1 学期に行われる基礎科目において、学期当初

（4 回目）に行うものと、期末試験時に行うものの 2 回

分を用いる。学期当初のものを調査 1、期末試験で行

うものを調査 2 と呼ぶ。 

   
*5 TypeQuickには英字・ローマ字それぞれに 5つの基本コース（標準キーボード練習・スピード練習・正確さの練
習・総合練習・タイピングテスト）が用意されている。さらにテンキーなど特殊な練習が 3レッスンあり、合計
で 13のコースで構成されている。麗澤大学では外国語学部が主に英字コースを経済学部がローマ字コースを先
行して学習するように指導される。 

*6 前報では 3項目であったが、本年度から「PCの利用に関して」と「タイピング」に関しての項目を追加した。 

3.1 調査１ 

入学前のコンピュータ利用状況について調査するも

のである。調査は、1 年前期の必修科目の授業内で

説明を行い、回答は Web ブラウザを用いて各自のペ

ースで指定された期日までに入力をものである。説明

の時期は全クラス共通で、入学後学内の PC の利用

に慣れた第 4 週目の授業時に行う。アンケートは課題

として提示されるが、強制ではなく単位履修のための

必須課題とはなっていないことがアンケート内で教示

される。 

3.2 調査 2 

調査 1 と同様の科目「情報リテラシー」の期末試験

時に試験問題中に記載して実施する。質問項目は 5
項目*6のみで、試験時間内にマークシート方式で任

意に回答する。内容は履修後の印象を問うもので、試

験時間内に行うため時間に余裕がない場合には回答

しなくてもよいと問題中に指示が記載されている。 

4. 結果と考察 
まず前報から継続するアンケート結果についてまと

める。アンケート調査 1 については、2012 年から

2018 年までの回答者から再履修者を除いた 1 年生

の回答者 1,535 名を分析対象とした。各質問項目と

回答の比率を表にまとめ、網掛けの選択項目をグラフ

で示したものが文末の付表 1 である。問 1 から問 3 が

コンピュータの利用状況を示すものであるが、前報同

様いずれも PC の利用が低下していることを示してい

る。問 4 では WWW の利用状況を聞いているが、

WWW の意味が分からない者とほとんど使わないとい

う者の合計の比率は依然として増加していることが分

かる。Web から専用アプリへの移行が進んでいるのか、

ブラウザの意味が理解できていない者が増加してい

るものと思われる。問 6 では高校の教科情報科目の

履修割合が増加に転じており、入学者の母集団が変

化している可能性も示唆される。タイピングの傾向で

は問 7 の結果が示すように、キーボードを見ないでタ

イプできる者の割合は 10%を切った。問 12 のホーム

ページやブログの開設についての希望は年々減少し

ていたが横ばいとなる傾向が見て取れる。また、問 15
スマートフォンの所有率は 2013 年以降急増し、今年

度 100%となった。 

調査 2 は前期終了時点でのデータとなる。問 1,2
から情報リテラシーの授業内容についての満足度が

高い割合で一定していることが示された。また、一方

で問 3 から情報技術に関する資格取得への関心が低

下してきたが、今年度反転の兆しを見せた。また、調

図 4. Tqadmin によるデータの採取 
図は TypeQuick の管理ツールである Tqadmin 画面例である。練習コース

単位で練習時間や最高の成績、直近の成績などが表示できる。クエリーを指

定することによって、特定の学年、ユーザ、指定の成績以上や以下などを指

定することができる。本学では実名にクラス名を付加して登録しており、学部

や 1 年次の授業クラスの識別を容易にしている。なお、Tqadmin では練習コ

ース横断的なデータの採取ができないため、データの利用目的によっては二

次的な処理が必要となる。 
 



査 2 では今回から問 4 として、「この授業を履修して

PC を使うことができるようになりましたか？」と問 5 とし

て「タッチタイピングはできるようになりましたか？」の 2
つの項目を追加した。付表末尾に各項目の回答率、

累積割合、グラフを付した。当然ながら、期末試験で

の回答のための受験者バイアスは想定されるが、1 学

期末に 85%の者が PC をなんとか使えるようになった

と感じ、79%の者がタッチタイプできると感じていること

が示された（付表 2 参照）。 

図 5 は TypeQuick の練習分と速度(WPM)の関係

を散布図で示したものである。採取データは 2010 年

から 2018 年 7 月末までの練習分・タイピング速度・正

確率に基づくもので、大学院生・短期留学生等、およ

び異常値と思われるデータを除いたユーザ(n=5600)
の結果である。練習分が増加するに従って速度が増

加する傾向が認められることが予想されたが、両者に

相関関係は認められない。このデータからは平均速

度は 31WPM で、練習時間の平均は 280 分程度と

いうことが示された。 

より、詳細な分析をするために、年度ごとに経済学

部生のデータを分割して示したものが図 6 である。棒

グラフが平均練習分で、折れ線が平均タイピング速度

となる。さらに調査 1 の問 1,3,7 の回答結果を重ね合

わせてプロットしている。問 3「パソコンをほとんど使わ

ない」と回答した者の比率が年々上昇しているが、い

ずれの年度においても最終的には 30WPM 以上の

結果となっている。これは、PCの使用経験が少ないも

のであっても、TypeQuick を用いて入学時点で一定

の練習を行うことで、タッチタイプのスキルを獲得でき

ていることを示唆している。 

一方で、2018 年度の平均練習時間と平均タイピン

グ速度が前年より低下している点は、2018 年度分は

1 学期分であるためと思慮される。この点も踏まえて、

さらに詳細な分析および継続した調査を行う必要であ

ろう。なお、2010 年から 2012 年の平均練習時間が

低い点は注目すべき点で、ハードウェアの交換時期と

一致するが、指導方法の変更などの理由も想定され

るため、今後詳細に調査を進め原因を特定したい。 

5. 今後の課題 
本研究では学生の PC の利用動向とタッチタイプス

キルの獲得について、継続的に行っているアンケート

調査と TypeQuick の 9 年分の練習結果から定量的

に分析することを試みた。自宅等での練習結果の同

期に失敗する等の原因によるものと思われる異常値

が散見されことや、年度別の分析では 2012 年度の前

後では練習時間の平均値に大きな差が認められるこ

とが分かった。これらの原因を確認した上で、さらなる

分析を行うことが肝要であろう。 
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図 5. 練習時間とタイピング速度の関係 
2010 年から 2018 年 7 月末までのデータを用いて、練習時間とタイピング速

度の散布図を作成したものである。対象ユーザは院生・短期留学生などを除

いた学生ユーザ（含む外国語学部）で、練習時間は基本練習コース（標準練

習・タイピングテスト）の合算で、速度についてはユーザの最大値を用いた。な

お、1 年生で 3000 分(50 時間)を超える値が記録されていたものについては

異常値として除外した。再現性を確認中であるが、USB による学校研修キット

からデータの同期の際に異常値が読まれるケースが散見されている。 
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最大 1578.0 98.4 100.0
最小 2.0 9.2 25.4

中央値 244.0 29.9 99.0
最頻値 40.0 30.4 100.0
データ数 5600.0 5600.0 5600.0

図 6. 年度別練習時間とタイピング速度の関係 
2010 年から 2018 年 7 月末までの経済学部生のみのデータを用いて年度別

に練習時間を棒グラフで、タイピング速度を折れ線で示したものである。さら

に、2012 年度からは調査 1 のパソコンやタイピングの状況を重ねてプロットして

いる。パソコン離れは進んでいるが、最終的に到達する平均速度はほぼ一定で

あることから、TypeQuick の高い練習効果が示唆される。 
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